
（別紙３）

～ ２０２５年　１０月　３１日

（対象者数） 25人 （回答者数）
２０人

～ ２０２５年　１０月　３１日

（対象者数） 5人 （回答者数）
５人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動内容や遊びのバリエーションを増やし、お子様方から飽き

られないような課題提供を継続して企画・考案していきたいと

思っています。

2

学年ごとの下校時間の違いにより、集団が揃って活動できる時

間には限りがあります。下級生と上級生など、前後半でグルー

プ分け等を行い、歩行距離や運動時間を充分確保していく等の

工夫を再考していきたいと思います。

3

運動が苦手なお子様にも十分なサポート体制を用意し、一人ひ

とりが無理なく、楽しみながら、スモールステップで達成感を

得られるような支援をより提供していきたいと思っています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

幅広いニーズに応え得る療育方針やカリキュラムを、今後の社

会ニーズの変革に応えるべく、検討していかなければならない

と感じています。課題内容もマンネリ化を防ぎ、定期的に飽き

させないように刷新していけるよう企画をしていきたいと思っ

ています。

2

児童指導員だけではなく、専門的支援を提供しうる有資格者の

採用や確保を強化していく必要性を感じています。

3

新規ご利用をご検討されている方々に対し事業所の見学などの

際に、療育方針やカリキュラムの詳しいご説明を行い、当事業

所の理念や療育内容に対して充分なご理解を得られるよう努め

ていきたいと思っています。

○事業所名 発達療育教室じゅら

○保護者評価実施期間
２０２５年１０月　１日

○保護者評価有効回答数

２０２５年１０月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年12月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

定期的な集団歩行や感覚運動などのカリキュラムによって、粗

大運動には多くの機会を提供していける反面、微細運動や発語

訓練など、早急に生活スキルを磨くようなニーズに応え得る療

育は少なく思います。あくまでも感覚統合を図り、徐々に認知

や処理能力の向上を目指していくという理念との相互性が、保

護者様との間にあって初めて支援させていただけるものと認識

しています。

感覚運動や、それに伴う固有覚・前庭覚などへのアプローチな

どは少し即効性に乏しく、徐々に感覚統合を図っていくものと

なり、保護者の皆様にとってはあまり聞き慣れない内容も多い

のではないかと思います。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

主に集団活動や運動を中心とした療育提供を行っているため、

お子様によっては苦手意識から反発心が強く出たり、自閉的な

特性の強いお子様にとっては慣れるまでに時間を要したりと、

療育内容との相性の悪いお子様もいるように感じます。

提供する活動課題の難易度・強度が、時に均一になり過ぎる場

面があり、学年や発達特性に合わせた内容や、個別の目標に

沿った難易度で提供していけるようにする必要性を感じていま

す。お子様によっては物足りないと感じたり、または難しいと

あきらめたり嫌がってしまう場面があると感じています。

上記のような内容から、お子様の特性に沿った手厚い関わり

や、発達度合いに合わせた個別対応に少し弱さがあると感じて

います。

運動だけでなく、保護者の皆様にとって分かりやすい、言語面

をはじめとする生活における基本的スキルの習得など、日々の

課題に対して直接アプローチを図っていく療育内容も提供して

いきたいが、それを担う専門的な有資格者の確保が難しくなっ

てきていると感じます。

自由時間以外は常に集団を意識した療育を行い、マイペースか

らユアペースへと、徐々に言動を変化させていく姿がうかがえ

ます。集団を意識した言動を練習・獲得していく中で、お友達

への興味や理解が芽生え、自由時間中の一人遊び等も減ってい

くという効果も見られます。

基本的に、何事も集団で行うことを推奨しています。自由時間

も、なるべく中庭へ出て体を動かす遊びへとお誘いし、みんな

で一緒に遊んだほうが「楽しかった」と思っていただけるよう

な支援を目指しています。遊びには必ず職員も一緒に参加し、

お子様方の様子をそばで観察しながら、それぞれのお子様に

あったタイミングやペースで、お子様同士の関わりをサポート

していきます。

定期的な集団歩行を提供し、基礎体力の向上や、一定のペース

で歩くことによる情緒の安定を図っていきます。また、前後す

るお友達との距離感覚の獲得や、手つなぎ歩行による他者を気

遣う動きなどの習得も目指しています。5年生になってからの学

校行事の自然学校では、日頃の山道歩行の効果により、苦もな

く歩けたとの報告も多く受けています。

集団歩行や活動の際には、隣り合うお子様同士の相性や特性に

留意し、それぞれのお子様方がなるべく落ち着き、集中しやす

い環境調整を目指しています。お子様同士の手つなぎでは未だ

歩行時の安定感に不安のある方に対しては、必要に応じて職員

が手つなぎを行い、徐々に足の運びや情緒の安定が図られた際

には、お子様同士の手つなぎへと移行しています。山道歩行な

どで坂道や階段歩行を促し、自分のからだが前後左右に傾いた

り、それに抗う抗重力動作を習得するという観点からも、集団

歩行時の足の運びや姿勢を観察しています。

固有覚や前庭覚など、感覚に働きかける運動療育を主に提供す

る中で、こだわりの軽減や偏食などの緩和効果も、保護者様よ

り報告を受けることが多いです。個別に持つ様々な感覚の凸凹

さによる日常生活の困難さを、少しでも緩和していけるような

支援を目指しています。

巧技台や平均台を用いたサーキット運動などを提供し、バラン

スの立て直しや素足による継足歩行、ブツブツしたバランス

ディスク上で一定時間の姿勢保持などを行い、体の中の様々な

感覚へ意図的に刺激を注入していきます。また、毎日の日課と

してストレッチや体幹トレーニングを行ってから、歩行や運動

へと促していきます。準備運動を行って体を目覚めさせてか

ら、感覚注入運動へと取り組んで頂けるよう工夫をしていま

す。ストレッチや体幹トレーニングは、自分の体を知る(身体図

式の向上)作業として大事であると考えています。土曜日や長期

休暇中など、充分な療育時間が確保できる日には机上学習にて

微細運動や、コグトレなどの視空間認知学習を提供していま

す。

事業所における自己評価総括表公表



保護者等向け 放課後等デイサービス評価表

公表日： 2025年12月26日

事業所名： 放課後等デイサービス　発達療育教室じゅら 対象人数（保護者）25人　回答者数 20人　回収 80%

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

環
境・
体
制
整
備

①

こどもの活動等のス
ペースが十分に確保
されていると思います
か。

18 2

毎月末頃に1カ月の療育の様子を個別
に写真でお送りしていますが、その際に
室内活動写真なども交えてお見せし、室
内での活動スペースへの周知・認識をし
ていただけるよう努めます。

②
職員の配置数は適切
であると思いますか。 19 1

法令順守に沿った職員配置を実施し、
活動は基本的に3～４名の職員で療育
提供を行っています。活動風景の写真や
療育参観日などを活用し、利用者様へ
周知していきたいと思います。

③

生活空間は、こどもに
わかりやすく構造化
された環境になって
いると思いますか。ま
た、事業所の設備等
は、障害特性に応じ
て、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮
が適切になされてい
ると思いますか。

17 2 1

古い洋館風の建造物のため、死角は比
較的多いと思われます。壁を取り払うリ
フォームや床材を色の明るくクッション性
のあるものに変えるなどして、児童療育
の場に合わせた空間作りは行っていま
す。段差などは以前の建造物のままであ
るため、必ず職員が近くで見守り必要に
応じて手を添える等の対応を行っていま
す。
日々の活動スケジュールは療育室に入っ
た際すぐに見える場所へ可視化(ホワイ
トボードに)して提示し、ある程度のパター
ン化を図ることにより見通しを持って参
加いただけるよう努めています。

④

生活空間は、清潔で、
心地よく過ごせる環
境になっていると思
いますか。また、こども
達の活動に合わせた
空間となっていると思
いますか。

20



チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

適
切
な
支
援
の
提
供

⑤

こどものことを十分に
理解し、こどもの特性
等に応じた専門性の
ある支援が受けられ
ていると思いますか。

20

⑥

事業所が公表してい
る支援プログラムは、
事業所の提供する支
援内容と合っている
と思いますか。

20

⑦

こどものことを十分理
解し、こどもと保護者
のニーズや課題が客
観的に分析された上
で、放課後等デイサー
ビス計画（個別支援
計画）が作成されて
いると思いますか。

20

⑧

放課後等デイサービ
ス計画には、放課後
等デイサービスガイド
ラインの「放課後等デ
イサービスの提供す
べき支援」の「本人支
援」、「家族支援」、
「移行支援 」で示す
支援内容からこども
の支援に必要な項目
が適切に設定され、
その上で、具体的な
支援内容が設定され
ていると思いますか。

17 1 2

支援計画作成後の保護者様への説明
内容や伝達方法などに留意し、工夫して
いきたいと思います。より具体的に、分か
りやすいものを目指してきたいと思いま
す。

⑨

放課後等デイサービ
ス計画に沿った支援
が行われていると思
いますか。

20

⑩

事業所の活動プログ
ラムが固定化されな
いよう工夫されている
と思いますか。

18 2

集団歩行ばかりに偏らないよう留意し、
粗大運動や微細運動などの感覚統合に
繋がる療育提供の機会を、バランスよく
増やしていけるように努めていきたいと
思います。

⑪

放課後児童クラブや
児童館との交流や、
地域の他のこどもと
活動する機会があり
ますか。

6 4 4 6

夏場には法人全体で夏祭りを開催いた
しました。今年度末の12月には地域交
流の場として、飲食物などの出店やフリー
マーケットなどの催しを開催する予定で
す。



チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

保
護
者
へ
の
説
明
等

⑫

事業所を利用する際
に、運営規程、支援プ
ログラム、利用者負
担等について丁寧な
説明がありましたか。

20

⑬

「放課後等デイサー
ビス計画」を示しなが
ら、支援内容の説明
がなされましたか。

20

⑭

事業所では、家族に
対して家族支援プロ
グラム(ペアレント・ト
レーニング等)や家族
等も参加できる研修
会や情報提供の機会
等が行われています
か。

19 1

外部の講師を招き、区民ホールを借りて
就労へ向けた講演会を開催いたしまし
た。日時が限定的ではあったため、今後
も機会を設け、全体的に参加を促せるよ
うなスケジューリングに留意していきた
いと思います。

⑮

日頃からこどもの状
況を保護者と伝え合
い、こどもの健康や発
達の状況について共
通理解ができている
と思いますか。

20

⑯

定期的に、面談や子
育てに関する助言等
の支援が行われてい
ますか。

20

⑰
事業所の職員から共
感的に支援をされて
いると思いますか。

20 非常にそう思います

⑱

父母の会の活動の支
援や、保護者会等の
開催等により、保護
者同士の交流の機会
が設けられるなど、家
族への支援がされて
いるか。また、きょうだ
い向けのイベントの
開催等により、きょう
だい同士の交流の機
会が設けられるなど、
きょうだいへの支援
がされていますか。

15 3 2

年に１回程度は保護者会を開催していま
すが、利用者様によっては都合がつかな
い場合もあると感じます。より定期的に
開催するか、グループ単位で分けて開催
するなど、今後工夫が必要であると考え
ています。療育参観日などはご兄弟も参
加可能ですが、学校休業日の土曜日や
祝日などに日にちが限定されやすいた
め、満遍なく利用者様のニーズに応えて
いけるような支援を再考していきたいと
思います。

⑲

こどもや家族からの
相談や申入れについ
て、対応の体制が整
備されているとともに、
こどもや保護者に対
してそのような場があ
ることについて周知・
説明され、相談や申
入れをした際に迅速
かつ適切に対応され
ていますか。

19 1

医療や相談支援事業所、就労支援事業
所などとの連携を強化し、利用者様から
相談依頼があった際には、迅速かつ適
切にアドバイスしていけるよう努めていき
たいと思います。

⑳

こどもや保護者との
意思の疎通や情報伝
達のための配慮がな
されていると思います
か。

20

㉑

定期的に通信やホー
ムページ・SNS等で、
活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報や
業務に関する自己評
価の結果をこどもや
保護者に対して発信
されていますか。

18 1 1

日々の活動内容はHUGアプリを通じて
お知らせしています。毎月末には個別に
活動での様子を写真で送信しています。
毎月の行事やスケジュールもHUGアプ
リ内の申し込み内容一覧で順次確認可
能です。
自己評価に関しては事業所のホームペー
ジへの周知が足りなかった面も否めま
せん。今後は周知していきたいと思いま
す。

㉒
個人情報の取扱いに
十分に留意されてい
ると思いますか。

19 1

個人情報の取扱いについては、契約時
に書面と共にご説明し、ご署名を個別に
頂いています。その他、個人情報の保管
場所や日々使用している実績票などの
取り扱いについては、必要や求めに応じ
てご依頼があれば個別にお伝えしてい
きたいと思います。



チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

非
常
時
等
の
対
応

㉓

事業所では、事故防
止マニュアル、緊急時
対応マニュアル、防犯
マニュアル、感染症対
応マニュアル等が策
定され、保護者に周
知・説明されています
か。また、発生を想定
した訓練が実施され
ていますか。

17 3

各種マニュアルに関しては、ご契約時に
それぞれ個別にご説明、お渡ししていま
す。
個々の想定訓練に関しては、職員の研
修・訓練に関しては行っているといえま
す。

㉔

事業所では、非常災
害の発生に備え、定
期的に避難、救出そ
の他必要な訓練が行
われていますか。

16 4

地震・火災・土砂災害など各避難訓練
は年間を通して定期的に行っています
が、すべての利用者様の利用日と上手く
合わさって行われているわけではありま
せん。徐々に満遍なく参加いただけるよ
うに企画していきたいと思います。

㉕

事業所より、こどもの
安全を確保するため
の計画について周知
される等、安全の確
保が十分に行われた
上で支援が行われて
いると思いますか。

19 1

安全計画に関しては、各種マニュアルを
用いて契約時に個別にご説明を行って
います。また、個別支援計画書にも一部、
明文化して掲載しています。
実際の支援現場での対応というところで
は、療育参観日などの見学機会を増や
すなど、保護者様へ実際の活動風景を
見ていただけるような企画を検討してい
きたいと思います。

㉖

事故等（怪我等を含
む。）が発生した際に、
事業所から速やかな
連絡や事故が発生し
た際の状況等につい
て説明がされている
と思いますか。

17 1 2 事故等があったことがない。

怪我などが起きた際には速やかに、事
前に保護者様からご指定を受けた緊急
連絡先へご報告し、必要に応じて処置を
行っています。日中お仕事などによりどう
してもご連絡がつかない保護者様に対
しては、メールやHUGアプリなどを活用
してご連絡し、お帰りの送迎の際に改め
て詳しい事情をお伝えしています。

満
足
度

㉗
こどもは安心感をもっ
て通所していますか。 18 2

様々な困り感を持って来所して下さって
いる利用者様方に対し、集団療育を通じ
て他児との交流や活動を楽しんでいた
だけるような支援を目指していきたいと
思っています。至らないところは職員一
同で都度会議を開き、定期的に事例検
討会も行っています。

㉘
こどもは通所を楽しみ
にしていますか。 15 5 とても楽しみにしています。生きがいになっ

ています。

「18歳を笑顔で迎えられるように」という
方針のもと、将来社会へ出ていく際に必
要と考えられるスキルの獲得を目指し、
時には楽しくない課題や自分の思い通
りには進まない活動を提供する場面が
あると思われます。そういった一種の耐
性トレーニングなども、徐々に認知力や
ユアペースの獲得を図っていく事により、
生活スキルの向上や少しでも楽しい学
校生活へと繋がるような支援であったと、
後々ご理解いただけるように努めていき
たいと思います。

㉙
事業所の支援に満足
していますか。 20



（別紙５）

発達療育教室じゅら
公表日 　　　　　2025年　12月　　26日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

5

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。

5

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

3 2

建物の構造上死角になりやすい場所もあるた

め、スタッフ間で立ち位置に気をつけながら療

育にあたっています。

療育提供する室内をさらに整理整頓、環境調整

を行いながら、視覚的にもなるべく刺激の少な

い環境にしていく事が必要であると感じていま

す。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。

4 1

床材などクッション性の高いものに変更した

り、お子様の特性に合わせ徐々に刷新してはい

ますが、今後も定期的に環境調整を見直し、過

ごしやすく活動提供しやすい、明るい室内環境

を目指していきたいと思っています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。 

5

集団活動の場とは別に、周囲の環境要因に影響

されやすいお子様に対して、個別学習やクール

ダウンの場所としての「学習室」が別にあり、

お子様方にも周知しています。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。

4 1

主たる職員に限定されやすく、非常勤の職員ま

では時間的な制約もあり、充分な周知徹底が足

りていない場合もあることは否めません。

勤務時間や就業開始時間前などに、職員各位の

都合や承諾のもと、広く職員が参画していける

ような時間を設けていく必要性を感じていま

す。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。
5

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。
5

毎日の療育提供前に、職員全員との引継ぎや振

り返りの機会を設け、業務や療育内容の改善に

繋げています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。

5

今後、外部関係機関や専門家の講演会などに職

員を派遣し、各自Q&Aを求めつつ、職員一人

ひとりの質の向上や学びへと繋げていきたいと

考えています。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。

4 1

職員各自で興味のある講演会や研修へと参加し

ています。また、２カ月に１回の法人全体の事

例検討会を実施し、職員一人ひとりの意見交換

や課題へ向けた話し合いの場を確保していま

す。

非常勤の職員に対しても、研修や事例検討会な

どへの参加を、各自の同意のもと求めていく事

を検討していきたいと思っています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

5

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。 5

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。  5

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。

4 1

支援計画に基づき、週案に沿って計画的に支援

や活動内容を提供しています。お子様個々の特

性や発達の度合いに沿った、個別目標に合致し

た療育提供ができているかと考えた場合には、

必ずしも個別のケースに合わせた活動内容であ

るとは言い切れない側面もあります。

あくまでも集団療育の視点と、個別のケースや

目標値との相互関係の中、時に活動内容やその

強度の差異に課題は感じています。より専門的

な視点や職員数の確保を求め、それによって個

別に療育提供していけるような充分な配置を考

えていきたいと思います。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。 5
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16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
5

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

4 1

非常勤の職員との立案や意見交換の機会は、時

間的な制約もあり少ないため、個別に時間を作

り、都度参画していけるような体制を構築して

いきたいと思います。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

4 1

どうしても感覚運動や集団歩行などの活動に偏

る傾向はあるため、お子様を飽きさせないよう

に、各職員と共に新しい活動内容や企画を日々

検討していきたいと思います。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

4 1

集団療育を主体として謳っているため、お子様

個々人の特性や発達の度合いに沿った個別療育

としては、今後に課題が残ると思われます。よ

り専門的な有資格者や職員配置数を増やし、個

別のニーズに沿って支援していけるよう刷新し

ていきたいと思っています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。 5

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
5

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。
5

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
5

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。

4 1

非常勤の職員に対しても個別に時間を設け、お

子様個々の支援計画書や成育歴などを読んでも

らい、それを踏まえた関わりや支援をより求め

ていきたいと思います。そのためにはどのよう

な書類や情報があるのか？など、一人ひとりの

職員へ周知徹底していく必要性があると感じて

います。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。

2 3

集団活動を主体とした療育において、お子様

個々人の「意思決定」の場は、他のデイさんよ

りも少ない事は確かであると思っています。お

子様が集団の動きや場の雰囲気を読み取り、行

動を合わせ、マイペースからユアペースへと言

動を変化させていく中で社会適応力を育み、感

覚の統合を養ってから初めて、場や状況に合わ

せた適正な「意思決定」が成されるものと考え

ています。

幼児期から小学生における、お子様の「自己決

定」とは何か？という問いを、日々一人ひとり

の職員へ問い続けていきたいと思っています。

職員一人ひとりが自分で「考えられる」療育者

を目指していけるようサポートしていきたいと

思っています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
5

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
5

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。 5

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

3 2

主に隣り合う、多機能型の児童発達支援事業所

「もも」から昇格してくるお子様に関して、保

護者様の同意のもと、詳しい成育歴や現状課題

などの共有を行えています。

外部からの新規ご利用希望者様に関しても、保

護者様の同意のもと、幼児期や園でのご様子を

詳しく伺ってはいます。あくまでも保護者様か

らの同意や情報公開を主としているため、今後

は関係機関との連携という観点からも、保護様

の同意を得ながら、デイから関係機関と直接の

やり取りや情報の共有などを図っていきたいと

思います。
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30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。

1 4

法人内に就労支援事業所もあるため、定期的な

勉強会や事例検討会などの場を設け、今後成人

期まで療育に携わったケースが生じた場合に

は、相互事業所の情報交換や共有を行うことは

可能です。

まだ当事業所(小学６年生までのご利用規定)で

は、小学校から中学校へ移行した利用者様の

ケースしか携わっていないため、障害福祉サー

ビス事業所等へ移行した場合のことに関しては

あくまでも、今後の課題や仮定となってしまい

ます。今後移行があった際には、保護者様の求

めや同意を得たうえで、それまでの支援内容等

の情報を提供していくつもりです。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

1 4

定期的に開催される子ども部会や、事業所主催

の勉強会などに参加し、他事業所や講師の方々

の意見やケースを伺いながら、当事業所職員へ

も内容や情報の還元を図っています。

広く様々な職員へも、部会や事業所間の勉強会

へ参加していけるようにしていきたいと考えて

います。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。

1 4

今期の冬に「クリスマスフェスティバル」と称

し、広く利用者様に限らず、地域の方々もお誘

いする催しを企画、実行いたします。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

2 3

定期的に開催される自立支援協議会への参加は

職員や時期は限定的ではありますが、参加して

いくよう努めています。

広く様々な職員へも参加を促していけるように

していきたいと考えています。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。
5

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や

情報提供等を行っているか。 

3 2

個別の相談支援は必要に応じて行っています。

今期は「北部しごとサポート」の方を外部講師

として招き、区民ホールを借りて広く利用者様

方へ講演会のご案内を行い、実施いたしまし

た。

保護者様方の交流や意見交換の場としても、今

後はより日時を割いて、「保護者会」を設けて

いく必要性を感じています。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。
5

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。  5

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
5

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。
5

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

5

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。 5

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。 5

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

5

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。
5

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。

4 1

今期の冬に「クリスマスフェスティバル」と称

し、広く利用者様に限らず、地域の方々もお誘

いする催しを企画、実行いたします。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。 5

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
5

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。
5
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49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。
5

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
5

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
5

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
5

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。
5

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。 5
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